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2025年度 さわやか相談室 東部実績（11月まで）

（一社）鶴見区医師会在宅部門
 鶴見区在宅医療連携拠点「さわやか相談室」
〒230-0051

横浜市鶴見区鶴見中央3-4-22 3F
   電話：045-503-1289 FAX ： 045-503-1266
横浜型医療的ケア児・者等コーディネーター拠点

電話：070-2628-1077 FAX：045-716-8606

鶴見区在宅医療連携拠点
横浜型医療的ケア児・者等コーディネーター拠点

謹 賀 新 年 号 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 合計
一般 10 6 4 2 5 7 7 4 45

医療機関 23+1 25 16 24 15+1 20 18+3 17 158+5

事業所 2 1 6 1 2 8 2 2 24

行政 0 0 0 1 2 0 1 0 4

他区拠点 0 0 0 2 0 0 0 1 3
合計 35+1 32 26 30 24+1 35 28+3 24 234+5

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 合計
件数 21+1 18 13 25 15+1 17 19+3 18 146+5

あけましておめでとうございます。
在宅医療連携拠点が「在宅医療に必要な連携を担う拠点」に位置付けられ、
・災害時対応を含む連携上の課題の抽出及びその対応策の検討等を実施すること、
・障害者相談支援事業所等と連携しながら、退院時から看取りまでの医療や介護、
障害福祉サービスにまたがる様々な支援を包括的かつ継続的に提供するように、
関係機関との調整を行うことが、求められる事項に加わりました。
令和7年は、障害相談支援機関との連携を追加し、災害時対応として人工呼吸器等

要電源医療的ケア児・者等 個別避難計画策定に関する事業の一端を担う準備や、
地域BCPの研修などを開催し活動してきました。また、横浜市から「疾患別医療・介護
連携事業」を在宅医療連携拠点が受託することになり、済生会横浜市東部病院と事
務局機能を協働しながら、緩和ケア、摂食嚥下、糖尿病、心疾患の4疾患全てについ
てもネットワークを広げ活動しています。緩和ケア部門においては13年継続してきた
スキルアップ研修の成果を発揮して、困難を極めたAYA世代在宅看取りの事例検討
を実施し、学会報告や政策提言へ繋げるような取り組みを希望する声が寄せられまし
た。まさに継続により地域力の向上を実感する体験となりました。令和8年度は学会
報告すべく準備中です。

2026年は丙午の年！一喜一憂することなく継続してきた活動の成果を実感する体
験が増えように挑戦を続けていきたいと思います。
引き続き、ご支援ご鞭撻の程、宜しくお願いいたします。

管理者 鈴木 志律江

※東部病院の実績には直接市民からの対面相談の件数も入っています。



～2025年事業紹介～

令和7年度より呼称は“さん”で統一しております。

第2１回 公開勉強会 （集会型） R7.11.15 ２７３名参加
 市民向け公開講座

「人生上り坂 下り坂 まさか…」～そんな時にかかりつけ医
総合司会：河合 裕子さん きむら記念クリニック 院長

「かかりつけ医について 」 渡辺 雄幸さん 渡辺医院 院長
講演：カータンさん 人気主婦ブロガー

緩和ケアスキルアップ研修
zoomにて6回終了

スキルアップ研修 摂食嚥下編
4回終了（zoom及び内2回は集会で開催）

三団体共催による “事例検討会” 鶴見区役所６階会議室（集会）R7.9.4 91名参加
「精神疾患のある方の関わり方に迷ったときの向き合い方や工夫を学ぶ」

講師：西井 ヘルベルト さん 鶴見西井病院 院長

精神スキルアップ研修「認知症」 （オンライン）
 「もっと家族との良い時間を！」～前頭側頭葉変性症の治療・ケアについて考える～

講師：伊達 悠岳 さん
済生会横浜市東部病院 神経内科医長 横浜市認知症疾患医療センター センター長

三師会事例検討会 （オンライン） R8.1.20（予定）
【発表者】

・医師会 松澤 陽子さん 「通院」と「在宅」狭間を支える新ツール
・歯科医師会 永田 希さん 「糖尿病医療連携を再考する～歯科医院でできること～」
・薬剤師会 阿部 隆介さん 「薬局から始める『わたしの糖尿病連絡ノート』」

つるみ在宅ケアネットワーク第28回合同勉強会（オンライン開催） R7.6.14 69名参加
「地域BCPの理解とそれぞれの役割」～地域BCPのススメ～
基調講演：山岸 暁美さん

慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室

横浜型医療的ケア児・者等コーディネーター 鶴見区拠点

令和２年４月より拠点を開設し、早いもので５年が経ちました。
鶴見区、神奈川区にお住まいの医療的ケア児者の方を対象として相談を

受けておりますが、昨年度同様、今年度も保育園入園に伴う相談が多くあ

りました。保育園に限りませんが、今後は更に医療的ケア児者を受け入れ

ることができる資源の需要が高まります。そのためのネットワークつくりをこ

の５年間で微力ながら構築してまいりました。支援者の皆様のお力をお借り

しながらではありますが引き続き、医療的ケア児者の皆様、ご家族の安心

のために尽力してまいりますので、些細なことでも相談いただけたらと思い

ます。本年もどうぞよろしくお願い致します。

加藤 容子

各事業、地域の先生方に

ご協力いただきありがとうございました。

202６年度もよろしくお願いします！
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